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課題名

試 験研

究 年次

Ｉ目的

1６ 九,州北部水田i地帯における地域輪作方式の.磯立
分類 ②

(6)施設野菜（ナス）地帯における水田の機械利用方式

６３～２年（完了）

施設野菜（ナス）地帯において、施設野菜農家と稲麦作農家との連携によ

り、土地の有効利用を図るための効率的な機W械利用方式を明らかにする。

Ⅱ試験方法

１研究対象地域山門郡瀬高町（施設ナス地帯）

２瀬高町内の転作機式について、生育調査及び聞き取り調査を行い、転作

上の問題点を摘出した。

３瀬高町Ｍ集落を対象にして、現地の機械利用状況及び他地域の機械調査

結果を参考にして、転作地における効率的Lな機械利用対策について検討し

たＯ ‐

Ⅲ主要成果の概要

施設野菜（ナス）地帯では、施設野菜専業農家と稲麦作兼業農家の分化が

進んでおり、特に水田作の担い手の砿保が必要となっている。そこで、集落

単位で輪作体系を錨立して土地の有効利用を図るには、機械作業を従来の個

別の作業によるのではなく、高性能機械を導入し、作業の共同化を進める必

要があり、そのための効率的な槻械利用方式を明らかにした 。

１水田面積が24ha程度の集落（農家２０戸うち施設農家５戸程度）において

水稲、麦及び大豆作に汎用コンバインをはじめとした高性能機械を導入す

ると、いずれも１～２台（汎用コンバイン１台、高速田植横２台など）で

全圃場の主要作業が可能となり、作業の効率化と個別農家の機械蕊の低減

が図れる。

２このような高性能機械の導入により、施設野菜専業農家が水稲、麦及び

大豆作の一部の作業（田植、収穫含等）を担うことが可能となる。

－３６６－
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Ⅳ 主要成果の具体.的デ 一 タ

第１表瀬高町Ｍ集落をモデルにした収穫機械の必要台数と作業日数

作物名

水稲

麦

大豆

注）①水

同左の

作業日数

２
６
１
１

７

７
『
５
８

４

｝1３

田面讃:2400a、水稲：1650aも麦：1800aも大豆600ａ、施股：ｌ５０ａ
と して算出．．

（現 状）

水稲・麦（個人有）

※（）は、台数を示す。

大豆（共有）

、坐

〆
第１図瀬高町Ｍ集落の機械装備の方向

(当面の推道方向）
水稲・麦・大豆（共有）

Ｕ
(将来への検肘事項）

機械名 型式 作付面穣 左の面覆消化

に必要な台数

ｺﾝﾊーｲﾝ
自眼３条

汎用型

(ａ）

1650

(台）

2(1.3）

．’(1.0）

ｺﾝﾊーｲﾝ
自脱３条

汎用型

1800
3(2.3）

1(0.8）

ﾊーﾍ‐ｽタ

ルシヤー

ｺﾝﾊーｲﾝ

ユ条刈

自走式

汎用型

600

３(2.1）

２(2.0）

１(0.6）

トラクタ（15）
自脱型コンバイン（14）
田植機（14）
乾燥機（７）

トラクタ（40PS級）
汎用コンパ､イン

自脱型コンバイン

高速田植機（乗用６～８条）
大豆選別機

播種機（麦、大豆兼用）
ロータリーカルチ

ヘィペーラ

ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
１
１
２
１
２
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く

歩行用播種樋

糠理機 」 (２）

ハーペスタ（２）
脱粒機（２）
選別機（ユ）

圃場の大区画化と施設の集中化

湛水土製中直播、部分耕移植

無人へり防除、プームスプレヤ

乗用複合笹理槙、自動潅水装置

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１ 施設野菜地帯において、組織的に機械導入を行うための参考資料となる

２汎用コンバインは、水稲での能率が麦や大豆より劣るので、水稲の品種

構成を考慮するとともに、補助機械としての自脱型コンバインの導入につ

いても検討する必要がある。

Ⅵ今後の研究上の問題点

水稲、麦の大幅な省力化を図るための新技術の検討。

Ⅶ．資料名

１６３年度福岡県農業総合試験場農産研究所高度利用研'究室成績書

２元～２年度福岡県農業総合試験場農産研:究所横械化作業研究室成績書

３ ６ ３ ～ 元 年 度 地 域 水 田 農 業資料～第１号か九州北部水田野菜地帯におけ

る地域輪作方式の確立、福岡県農業総合試験場０


